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お
知
ら
せ

家
計
の
負
担
軽
減
の
た
め

給
付
金
を
支
給

　□
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

へ
の
給
付
金

●
給
付
額
　
1
世
帯
当
た
り
10
万
円

●
対
象
　
昨
年
12
月
1
日
時
点
で
市

内
に
住
民
票
が
あ
り
、
令
和
５
年
度

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
ま

た
は
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
者

と
非
課
税
者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

※
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
者
は
、

住
民
税
が
５
５
０
０
円
の
人
で
す
。

※
条
件
に
よ
っ
て
受
給
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
方
法　
2
月

中
旬
に
市
が
発
送
し

た
確
認
書
を
確
認

し
、
４
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
返
送

□
子
ど
も
加
算

●
給
付
額
　
18
歳

以
下
の
子
ど
も
1
人

あ
た
り
5
万
円

●
対
象
　
令
和
５

年
度
の
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
へ
の
給
付
金
か
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
の
７
万
円
給
付
金
を
給

付
さ
れ
て
い
て
、
18
歳
以
下
の
子

ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

●
申
請　
原
則
不
要
。
条
件
に
よ
っ

て
必
要
な
場
合
あ
り

【
問
】
市
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額

減
税
補
足
給
付
金
事
業
本
部
（
☎

77
・
８
１
７
９
）

犬
や
猫
の
苦
情
が
増
加
中

飼
う
と
き
は
ル
ー
ル
に
注
意

　●
ふ
ん
の
処
理
は
飼
い
主
の
義
務

　
犬
の
散
歩
中
、
道
端
や
他
人
の

析
を
受
け
て
い
る

腎
臓
疾
患
患
者
に
、

通
院
に
必
要
な
交

通
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●
給
付
額
　
月
２
０
０
０
円
（
昨

年
10
月
～
３
月
分
を
支
給
）

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
要
件
全
て
に
該
当

す
る
人

▽
１
カ
月
に
５
回
以
上
、
午
後
５

時
以
降
に
人
工
透
析
を
受
け
て
い

る
▽
腎
臓
疾
患
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
▽
次
の
３
つ
の

要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
①

自
家
用
車
で
の
通
院
距
離
が
片
道

10
㎞
以
上
②
公
共
交
通
機
関
で
１

カ
月
に
２
０
０
０
円
以
上
の
運
賃

を
負
担
③
タ
ク
シ
ー
で
１
カ
月
に

２
０
０
０
円
以
上
の
運
賃
を
負
担

●
申
請
方
法
　
３
月
29
日
（
金
）
ま

で
に
市
福
祉
課
へ
直
接
申
し
込
み

【
問
】
同
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
☎

77
・
８
５
１
４
）

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

申
請
受
付
開
始

　
初
乗
り
料
金
が
無
料
に
な
る
障

が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
。
来
年

度
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
公
式
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法
　

３
月
25
日
（
月
）

以
降
に
、
市
福

祉
課
か
大
和
、

三
橋
庁
舎
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
直
接
申
し
込
み

【
問
】
同
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
☎

77
・
８
５
１
４
）

は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
な

ど
の
施
術
券
を
交
付

　
市
は
、
市
民
の
健
康
維
持
を
目

的
に
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩

な
ど
を
利
用
す
る
人
に
施
術
料
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
９
月
分
ま
で
の
施
術
券
の
申

請
を
開
始
し
ま

す
。

●
申
請
方
法
　

３
月
25
日
（
月
）

以
降
に
、
本
人
確
認
書
類
を
持
っ

て
市
福
祉
課
か
大
和
、
三
橋
庁
舎

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
直
接
申
し

込
み

【
問
】
同
課
高
齢
者
福
祉
係
（
☎

77
・
８
５
１
６
）

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

□
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
市
は
、
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接

種
の
料
金
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
接

種
期
限
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負

担
に
な
る
の
で
、
受
け
忘
れ
て
い

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
次
の
①
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
市
内
在
住
者
で
、

過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

①
今
年
度
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１

０
０
歳
に
な
る
人

②
接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い

が
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
程
度
）
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敷
地
内
に
し
た
ふ
ん
を
片
付
け
な

い
飼
い
主
が
い
ま
す
。
犬
の
散
歩

に
は
、
必
ず
ふ
ん
を
処
理
す
る
道

具
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

●
犬
を
飼
っ
た
ら
登
録
を
　

　
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
登
録
が
必

要
で
す
。
市
生
活
環
境
課
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転
居
な
ど

で
犬
の
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
る

と
き
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
変
更
申

請
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
公
式

サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
猫
を
飼
う
と
き
は
室
内
で　

　
猫
を
室
内
で
飼
う
と
周
辺
に
迷

惑
を
か
け
な
い
だ
け
で
な
く
、
事

故
や
病
気
か
ら
守
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
野
良
猫
に
餌
付
け

を
す
る
と
、
ふ
ん
害
な
ど
で
周
辺

に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
野
良
猫
へ

の
餌
付
け
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
同
課
生
活
環
境
係
（
☎
77
・

８
４
８
５
）

専
修
学
校
へ
進
学
す
る

若
者
を
経
済
面
か
ら
支
援

　　
経
済
的
な
理
由
で
専
修
学
校
へ

の
進
学
が
困
難
な
若
者
に
修
学
資

金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
　
３
月
に
中
学
や
高
校
を

卒
業
（
高
校
中
退
者
含
む
）
し
、

対
象
と
な
る
専
修
学
校
や
各
種
学

校
に
入
学
す
る
人

で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場

合
　
▽
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
世
帯
▽
市
民
税
非

課
税
ま
た
は
減
免
の
世
帯
▽
世
帯

収
入
が
生
活
保
護
基
準
額
の
1.5
倍

以
下
の
世
帯

●
対
象
学
校
　
▽
専
修
学
校
＝
専

門
課
程
（
修
業
年
限
１
年
以
上
２

年
未
満
）、
高
等
課
程
（
修
業
年

限
１
年
以
上
）、
一
般
課
程
（
修

業
年
限
１
年
以
上
）
▽
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
）
＝
職
業

に
必
要
な
技
術
や
技
能
の
習
得
を

目
的
と
し
た
学
科
に
限
る

●
貸
与
金
額
　
▽
入
校
支
度
金
＝

10
万
円
▽
修
学
資
金
（
月
額
）
＝

専
門
課
程
５
万
３
０
０
０
円
、
そ

の
他
の
課
程
３
万
円

●
償
還
期
間
　
在
学
期
間
の
３
倍

以
内
（
最
長
12
年
以
内
）

●
申
請
方
法
　
４
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
市
福
祉
課
へ
直
接
申
し
込
み

【
問
】
同
課
福
祉
総
務
係
（
☎
77
・

８
５
１
２
）保

健
・
福
祉

夜
間
の
人
工
透
析

交
通
費
を
一
部
助
成

　
仕
事
な
ど
で
、
夜
間
に
人
工
透

※
70
歳
以
上
の
対
象
者
は
、
事
前

に
市
健
康
づ
く
り
課
で
予
診
票
を

再
発
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
期
限
　
3
月
31
日
（
日
）

□
麻
し
ん
風
し
ん
2
期
予
防
接
種

　
感
染
す
る
と
、

子
ど
も
よ
り
大
人

の
方
が
重
症
化
し

や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
る
麻
し
ん
、
風
し
ん
。
そ
の

た
め
、
子
ど
も
の
う
ち
に
予
防
接

種
を
受
け
る
の
が
大
切
で
す
。
市

は
、
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
対

象
者
が
い
る
世
帯
へ
、
２
月
に
通

知
の
は
が
き
を
送
付
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
機
会
に
忘
れ
ず
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
今
年
度
6
歳
に
な
る

子
ど
も

●
接
種
期
限
　
3
月
31
日
（
日
）

【
問
】
市
健
康
づ
く
り
課
健
康
係

（
☎
77
・
８
５
３
６
）

　献
血
に
ご
協
力
を

●
日
時
　
①
３
月
14
日
（
木
）
②

26
日
（
火
）
③
27
日
（
水
）
い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
午
後
３
時
30
分

●
会
場
　
①
ゆ
め
マ
ー
ト
柳
川
②

市
役
所
三
橋
庁
舎
③
市
役
所
大
和

庁
舎

【
問
】
市
献
血
推
進
協
議
会
（
☎

76
・
4
８
３
３
）

■民生館柳川斎場_広報誌A案　横180mm×縦50mm

いつでも、どなたでも安心価格
家族のお葬式

ご希望の方はお気軽にお問い合わせください！

社会福祉法人・大牟田市福祉事業協会 柳川事業部

民生館柳川斎場
式場見学
承り中事前相談での

無料見積り致します

TEL.０944-32-8171社会福祉法人・
大牟田市福祉事業協会 柳川事業部 民生館柳川斎場 柳川市三橋町

今古賀49-3総合葬祭

5.5万円より（税込）

祭壇価格

広告

お知らせ
掲示板

知って役立つi

　最新の情報は市公式サ
イトでご確認ください。
また、テレビの dボタン
や公式SNS、
アプリでも
情報発信し
ています。

経済的な理由で
就学が困難な人を支援します

　経済的な理由で、給食費や
修学旅行費などの支払いが困
難な児童、生徒の保護者に費
用の一部を支給する「就学援
助制度」。3 月から令和 6 年
度の申請を受け付けます。令
和 5年度に認定を受けた場合
も、毎年度申
請が必要です。
詳しくは市公

式サイトを確認してください。
●対象者　市内に住所があるか市内の小中学校に
通学する児童や生徒の保護者で、生活保護世帯か
児童扶養手当を受給している人。または就学に必
要な経費の負担が困難で、令和 5年中の世帯全員
の所得金額などが認定基準額以下の世帯
※ �4 月に入学予定の子どもを持つ保護者で、新入
学学用品費の入学前支給申請をした場合でも
再度申請が必要です。

●受付期間　3月 1日（金）～ 29 日（金）。土日、
祝日を除く、新１年生は 4月 30 日まで
※�受付期間を過ぎて申請すると、申請した月の翌
月からの支給となります。

●提出先　三橋庁舎3階学校教育課、市内小中学校
【問】同課教務係（☎ 77・8863）

お知らせ掲示板

広告 広報やながわは、有料広告を掲載しています。
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講
座
・
催
し

掘
割
再
生
の
歴
史
を
学
ぼ
う

「
柳
川
掘
割
物
語
」
上
映
会

　「
柳
川
堀
割
物
語
」
が
制
作
さ
れ

て
か
ら
37
年
が
経
過
。
水
の
会
は
、

市
の
面
積
の
約
１
割
を
占
め
る
掘

割
の
機
能
と
役
割
を
見
つ
め
直
す

た
め
、
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
3
月
9
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
～

●
会
場　
水
の
郷
視
聴
覚
室

●
参
加
費　
５
０
０
円

【
問
】
水
の
会
の
平
野
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
４
４
８
７
・
１
９
６
３
）

　韓
国
語
講
座
会
員
募
集

　
チ
ン
グ
柳
川
は
、
４
月
か
ら
の

新
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
一
緒
に

韓
国
語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
火
曜
（
月
３
回
）、
午
後

７
時
～
８
時

●
会
場
　
城
内
公
民
館

●
募
集
定
員
　
20
人

●
募
集
締
切
　
３
月
31
日
（
日
）

●
受
講
料
　
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
３
０
０
０
円

【
問
】
鎌
倉
さ
ん
（
☎
73
・

２
４
５
４
）

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
高

齢
者
の
が
ん
を
知
ろ
う

●
日
時
　
３
月
２
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

●
会
場　
水
の
郷
ホ
ー
ル

●
内
容
　
柳
川
病
院
産
婦
人
科
部

長
の
大
田
俊
一
郎
さ
ん
に
よ
る
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
リ

ス
ク
、
高
齢
者
の
が
ん
に
関
す
る

参
加
費
を
持
っ
て
、
市
役
所
三
橋

庁
舎
２
階
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込

み
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
監
督
会
議
　
４
月
12
日
（
金
）

の
午
後
７
時
か
ら
三
橋
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催

【
問
】
同
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

（
☎
77
・
８
８
３
７
）

　ふ
れ
あ
い
農
園
で
野
菜
作
り

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
ふ
れ
あ
い
農
園
の
利
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
野
菜
を

栽
培
し
な
が
ら
、

四
季
を
満
喫
し
ま

せ
ん
か
。

●
場
所
　
三
橋
町

中
山
（
熊
野
神
社
西
隣
）

●
区
画
　
1
区
画
約
30
㎡

●
利
用
料
　
年
間
３
０
０
０
円

●
利
用
期
間
　
4
月
1
日
～
来
年

3
月
31
日

●
対
象
　
野
菜
作
り
に
興
味
が
あ

る
人

●
申
込
方
法
　
3
月
８
日
（
金
）

午
後
２
時
ま
で
に
市
農
政
課
農
政

係
へ
電
話
で
申
し
込
み
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

【
問
】
同
係
（
☎
77
・
８
７
３
２
）

市
役
所
で
働
き
ま
せ
ん
か

登
録
者
を
募
集

　
市
は
、
事
務
を
行
う
会
計
年
度

任
用
職
員
（
短
期
任
用
）
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
者
の
中

か
ら
必
要
に
応
じ
て
任
用
す
る
の

で
、
登
録
し
て
も
任
用
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
登
録
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
、
柳
川
庁
舎
3
階

人
事
秘
書
課
へ
本
人
が
直
接
提

出
。
登
録
の
と
き
に
簡
単
な
面
接

を
実
施

●
登
録
要
件
　
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー

ド
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

●
職
種
　
事
務
職

●
勤
務
時
間
　
平
日
の
午
前
8
時

30
分
～
午
後
4
時
30
分
（
勤
務
場

所
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）

●
任
用
期
間
　
6
カ
月
未
満

●
報
酬
　
日
額
７
４
２
１
円

●
通
勤
費
用
　
市
の
規
定
に
よ
り

支
給

●
そ
の
他
　
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険
あ
り
（
任
用
期
間

な
ど
に
よ
り
加
入
で
き
な
い
場
合

あ
り
）

【
問
】
同
課
人
事
係
（
☎
77
・

８
４
０
３
）

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　

県
内
に
あ
る
県

営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
対
象
団

地
や
戸
数
な
ど

の
詳
細
は
、
募
集
案
内
書
か
県
の

公
式
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
募
集
案
内
書
配
布
場
所　
柳
川

庁
舎
２
階
建
設
課
、
大
和
・
三
橋

庁
舎
１
階
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

●
申
込
方
法
　
３
月
５
日
（
火
）

か
ら
３
月
13
日
（
水
）
ま
で
の
期

間
に
、
募
集
案
内
書
の
添
付
封
筒

で
郵
送

【
問
】
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・

８
０
２
９
）

市
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集

●
日
時
　
３
月
17
日
（
日
）
午
前

８
時
～
、
雨
天
時
は
３
月
24
日

（
日
）
か
31
日
（
日
）
に
延
期

●
会
場
　
市
民
三
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
参
加
費
　
４
０
０
０
円

●
チ
ー
ム
編
成
　
地
域
や
職
場
な

ど●
申
込
締
切
　
３
月
14
日
（
木
）

●
監
督
会
議
　
３
月
14
日
（
木
）

の
午
後
８
時
か
ら
三
橋
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
実
施

【
問
】
湯
浅
さ
ん
（
☎
０
７
０
・

５
４
０
１
・
７
９
７
５
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
3
月
の
休
館
日

お知らせ掲示板
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講
演

●
参
加
費
　
無
料

【
問
】柳
川
病
院（
☎
72・６
１
７
１
）

募
集
・
試
験

市
長
杯
軟
式
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

●
大
会
日
程
　
５
月
13
日
（
月
）

か
ら
毎
週
月
～
金
曜
の
午
後
７
時

30
分
試
合
開
始

●
会
場
　
市
民
大
和
・
三
橋
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
柳
川
む
つ
ご
ろ
う
ラ
ン
ド

●
参
加
資
格
　
高
校
生
以
上
の

チ
ー
ム
。
高
校
や
大
学
で
野
球
部

在
籍
者
は
出
場
不
可
。
た
だ
し
、

定
時
制
高
校
の
生
徒
は
出
場
可

能
。
先
着
32
チ
ー
ム

●
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
６
０
０
０

円
（
ナ
イ
タ
ー
使
用
料
は
別
途
）

●
申
込
方
法
　
４
月
３
日
（
水
）

の
午
後
５
時
ま
で
に
、
申
込
書
と 5月1日

認認定定補補聴聴器器専専門門店店

ふふれれああいい補補聴聴器器
柳柳川川店店

柳柳川川市市京京町町８８３３－－２２

☎ ８８５５－－１１７７００００
営業時間

10:00～16:00
日曜 10:00～14:00

日曜・時間外は予約制
定休日 水曜・祝日

ココロロナナ禍禍でで衰衰ええたた耳耳をを 認認定定補補聴聴器器専専門門店店でで「「耳耳活活！！」」ししまませせんんかか？？

●
水
の
郷
　
月
曜

●
ま
ほ
ろ
ば
や

ま
と
　
▽
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
＝

土
日
、
祝
日
▽
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

＝
月
曜
、
祝
日
▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
＝
月
曜

●
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
　
土
曜
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
第
2
、
第
４
除

く
）
日
曜
、
祝
日

□
柳
川
温
泉
南
風
イ
ベ
ン
ト

　
日
本
舞
踊
披
露「
初
春
を
舞
う
」

●
日
時
　
３
月
27
日
（
水
）
午
前

11
時
～
正
午

●
会
場
　
水
の
郷
「
南
風
」
内

●
料
金
　
無
料
（
温
泉
入
場
料
は

必
要
）

□
第
23
回
水
の
郷
ま
つ
り

●
日
時
　
３
月
31
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時

●
会
場
　
水
の
郷

●
内
容
　
水
の
郷
文
化
サ
ー
ク
ル

の
受
講
生
に
よ
る
活
動
発
表
や
作

品
展
示

□
特
別
公
演
「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｋ

２
バ
ン
ド
」「
m 

a 

m 

a
ブ
ラ
ス
部

心
音
♪
k 

o n 

o 

n
♪
」
演
奏
会

●
日
時
　
３
月
31
日
（
日
）
午
後

２
時
～
（
開
場
は
30
分
前
）

●
会
場
　
水
の
郷
ホ
ー
ル

【
問
】
水
の
郷
（
☎
75
・

６
２
０
０
）

　柳川古文書館の学芸員が、くずし字の
読み方を指導します。原則、毎回受講で
きる人が対象です。
●期間　５月から来年２月までの毎月第
４日曜（全 10回）
●会場　同館研修室
●コース　▷初級編＝午後1時～2時▷中
級編＝午前10時～11時▷応用編＝午後
３時～４時
※初級編・中級編は同じテキストで、進
　む速度が異なります。
●受講料　1000 円
●定員　各 40 人。先着順で重複受講は
不可）
●申込方法　往復はがきに住所、氏名、
年齢、電話番号、希望コースを書いて郵
送するか、来館して直接申し込み（〒 832・
0021、隅町 71 番地２、午前 9 時 30 分
～午後 4時 30分、月曜休館。ただし、4
月 29 日は開館で、30 日は休館）。来館
の場合、返信用はがき代金 63 円か官製
はがきが必要。電話での申し込みは不可
●申込期間　4月１日（月）～ 30日（火）

【問】同館（☎ 72・1037）

古文書解読講座で
くずし字を学ぼう

農機具

上宮永町 34

毎週木～日曜【午前６時～午後５時】

（旧六番館跡）
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■柳川市役所
柳川庁舎  ☎ 73・8111 ＦＡＸ 74・1374
大和庁舎  ☎ 76・1111 ＦＡＸ 76・1170
三橋庁舎  ☎ 72・7111 ＦＡＸ 73・8405
■柳川消防署  ☎ 74・0119
■日曜在宅当番医  ☎ 050・1807・
4030

■人の動き（1 月末の人口・世帯）
人口　62,268 人（前月比 -85）
　男　29,586 人（-34）
　女　32,682 人（-51）
　　　出生 28 人、死亡 101 人
　　　転入 119 人、転出 131 人
世帯数　26,426 世帯（+10）

■ 1 月の火災件数（かっこは前年）
件数 2 件（1 件）　累計 2 件（1 件）

■時間外窓口開庁
▷第 2 木曜＝ 14 日、午
後 5 ～ 7 時
▷第 4・5 日曜＝ 24 日、
午前 8 時 30 分～正午
※  柳川庁舎市民課・健康づくり課で一

部の窓口業務を受け付け（4 ページ
参照）

　当番医は変更になることがあります。診療時間帯が医療機関
によって異なることがあるので、受診する前に医療機関へ電話
してください。また、当番医に合わせて薬局も開局しています。

■在宅当番医

※相談は、中止になる可能性があります。事前に確認をしてください。■無料相談
日時、会場、問い合わせ先など

行政相談 19 日（火）＝柳川庁舎、9:00 ～ 11:00【問】市民課（☎ 77・8472）

法律相談 13 日（水）＝柳川庁舎、21 日（木）＝大和庁舎、27 日（水）＝三橋生涯学習セン
ター、13:00 ～ 16:00、各会場先着 6 人【問】市民課（要予約☎ 77・8472）

人権何でも相談 19 日（火）＝大和庁舎、26 日（火）＝水の郷、13:00 ～ 16:00。この他、毎週月
～金曜（祝日を除く）、8:30 ～ 17:15、法務局柳川支局【問】同局（☎ 72・2640）

女性相談 14 日（木）＝法務局柳川支局、10:00 ～ 15:00【問】同局（☎ 72・2640）

年金相談 28 日（木）＝柳川商工会館、9:30 ～ 16:00【問】大牟田年金事務所（要予約☎
52・5294）

税務相談 13 日（水）＝柳川商工会館、13:30 ～ 16:30、事業者対象【問】同館（要予約☎
73・7000）

お仕事相談 平日、8:30 ～ 17:00【問】ふるさとハローワーク三橋庁舎 4 階（☎ 74・1288)
筑後若者サポートステー
ション個別相談

祝日を除く毎月第 2・4 火曜日、三橋庁舎 4 階、13:00 ～ 17:00、要予約【問】筑
後若者サポートステーション（☎ 0942・30・0087）

県子育て女性就職支援セン
ター個別就業相談

祝日を除く毎月第 3 水曜日、13:30 ～ 15:30、三橋庁舎 4 階、無料託児あり。（同
日 9:30 ～ 11:30、モッカランドでも実施）、要予約【問】県子育て女性就職支援セ
ンター（☎ 0942・38・7579）

県中高年就職支援センター
個別就職相談

祝日を除く毎週木曜日、三橋庁舎 4 階、10:00 ～ 17:00、要予約【問】県中高年就
職支援センター（☎ 092・292・9250）

身体障がい者相談会 毎月第 2 土曜日、水の郷、13:30 ～ 16:00【問】市身体障がい者福祉協会（☎ 090・
3295・6615）

補聴器の無料相談 毎月第 2 金曜日、柳川庁舎、13:00 ～ 14:30【問】市福祉課（☎ 77・8514）

心配ごと相談 祝日を除く毎月第 1・3 木曜、水の郷、13:00 ～ 16:00【問】市社会福祉協議会（☎
72・5347）

健康相談 5 日（火）＝柳川庁舎、9:30 ～ 11:00【問】市健康づくり課（☎ 77・8536）

もの忘れ相談 12 日（火）＝柳川庁舎、① 10:00 ② 13:00 ③ 15:00【問】市福祉課（☎ 77・
8516）

日程 診療科目、医院名、電話番号

3 日
（日）

▶小児科・内科＝山内医院（☎ 62・4131）▶外科系＝森田皮膚科医院
（☎ 74・3425）、植田医院（☎ 67・2737）

10 日
（日）

▶内科系＝甲斐病院（☎ 73・1217）、長田病院（☎ 72・3501）▶小
児科＝ほほえみクリニック（☎ 62・5050）▶外科系＝江頭整形外科医
院（☎ 73・8480）

17 日
（日）

▶内科系＝石橋医院（☎ 72・3176）▶外科系＝阿久根眼科医院（☎
72・3376）、星子ひさし整形外科（☎ 74・5566）

20 日
（水・祝）

▶内科系＝船小屋病院（☎ 62・4161）▶小児科・内科＝金子病院（☎
73・3407）▶外科系＝みやまクリニック（☎ 67・7070）

24 日
（日）

▶内科系＝益子医院（☎ 73・2053）▶外科系＝産科・婦人科みたむら
クリニック（☎ 74・2020）、柳川病院（☎ 72・6171）

31 日
（日）

▶内科系＝田中内科医院（☎ 63・8511）▶外科系＝柳川病院（☎
72・6171）

【内科救急指定病院】長田病院（☎ 72・3501）

相
談

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
一
人
で
悩
ま

ず
、
専
門
機
関
へ

相
談
し
ま
し
ょ

う
。
地
方
公
共
団

体
や
関
係
団
体

は
、
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

S�

N�

S
相
談
窓
口
な
ど
、
詳
し
く

は
市
公
式
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

□
自
殺
予
防
の
相
談
窓
口
（
24
時

間
３
６
５
日
対
応
）　

●
ふ
く
お
か
自
殺
予
防
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン（
☎
０
９
２・５
９
２・０
７
８
３
）

●
福
岡
い
の
ち
の
電
話

（
☎
０
９
２
・
７
４
１
・
４
３
４
３
）

【
問
】
市
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉

係
（
☎
77
・
８
５
１
４
）

不
動
産
の
無
料
相
談

●
日
時
　
３
月
21
日
（
木
）
午
後

１
時
～
３
時

●
会
場
　
市
役
所
柳
川
庁
舎
１
階

市
民
相
談
室

●
申
込
方
法
　
３
月
14
日
（
木
）

ま
で
に
県
宅
建
取
引
業
協
会
県
南

支
部
へ
電
話
で
申
し
込
み

【
問
】同
支
部（
☎
85�

・�

７
３
０
８
）

図
書
館

□
3
月
の
休
館
日

　
三
橋
を
除
く
全

館
の
休
館
日
は

月
曜
（
三
橋
は
火

曜
）。
3
月
1
日
（
金
）
か
ら
11

日
（
月
）
ま
で
は
特
別
整
理
の
た

め
全
館
休
館
。
20
日
（
水
・
祝
）

は
両
開
、
昭
代
、
蒲
池
が
休
館
。

28
日
（
木
）
は
全
館
休
館
で
す
。

□
春
の
あ
め
ん
ぼ
映
画
会

●
日
時　
３
月
23
日
（
土
）
①
午

前
11
時
～
②
午
後
３
時
～

●
内
容　
①
一
般
向
け
＝
い
ち
げ

き
②
子
ど
も
向
け
＝
く
ま
の
が
っ

こ
う
　
パ
テ
ィ
シ
エ
・
ジ
ャ
ッ
キ

ー
と
お
ひ
さ
ま
の
ス
イ
ー
ツ

●
場
所　
あ
め
ん
ぼ
セ
ン
タ
ー

□ 
25
周
年
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
期
間
中
、
本
や
Ａ
Ｖ
資
料
を
借

り
る
と
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
を
10

個
集
め
た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配

布
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え
る
の

は
1
日
1
個
ま
で
で
、
期
間
中
2

回
参
加
で
き
ま
す
。

●
期
間
　
３
月
23
日
（
土
）
～
４

月
28
日
（
日
）

●
会
場
　
昭
代
分
館

【
問
】
図
書
館
本
館
（
☎
74
・

４
１
１
１
）

素早くホースをつなぎ放水する消防団員素早くホースをつなぎ放水する消防団員

地域の文化財を守る火災想定訓練

　1 月 28 日、新外町の武家屋敷十時家住宅で
文化財火災想定訓練がありました。地元の消防
団や住民など約 40 人が参加。十時家住宅から
出火したと想定し、地元住民による初期消火、
消防団員による放水訓練などを行い、地域の文
化財防災意識を高めました。

【問】市生涯学習課文化財保護係（☎ 77・8832）

今
月
の
入
選
作
品
・
兼
題　

「
初は

つ
あ
か明
り
」「
鍬く

わ
は
じ
め始」「
雪
」「
水
仙
」「
当
季
雑
詠
」

俳
句

　

俳
句
を
募
集
し
ま
す
。
選
句
者
は
、
木
下
万ま

さ

ら

沙
羅
さ
ん
。
５
月
の
兼
題
は

「
雛
」「
卒
業
」「
汐
干
狩
」「
干
潟
」「
菜
の
花
（
花
菜
）」「
当
季
雑
詠
」。
入

選
作
品
は
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
俳
句
と
明
記
し
、自
作
、未
発
表
の
作
品（
※
１
人
３
句
以
内
）に
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い
て
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

柳
川
庁
舎
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
ＦＡＸ
74
・
５
５
２
０
、
メ
ー
ルkouho@

city.
yanagaw

a.lg.jp

）
へ
、3
月
19
日（
※
必
着
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

被
災
地
に
容
赦
な
く
降
る
雪
悲
し

内
村
美
子
（
南
長
柄
町
）

原
始
か
ら
敬
い
畏お

そ

れ
初
明
り

穏
や
か
に
山
門
照
ら
す
初
明
り

海
原
へ
父お

や
こ子
船
ゆ
く
初
明
り

新
年
の
地
球
世
界
の
夜
明
け
か
な

鳥
に
問
ふ
今
年
の
行
方
鍬
始

腰
屈か

が

め
大
空
の
下
鍬
始

鍬
始
田
に
立
つ
父
の
し
わ
し
わ
手

笹
竹
に
藁わ

ら
な
わ縄
編
み
て
土も

ぐ
ら竜
打う

ち

孫
と
飲
む
至
福
の
時
や
福ふ

く
じ
ゅ
そ
う

寿
草

風
花
や
お
堀
も
畑
も
夢
の
国

無
情
に
も
震
災
の
地
に
雪
の
降
る

悲
し
み
に
泣
い
て
舞
ふ
の
か
能
登
の
雪

構
は
ず
も
庭
の
あ
ち
こ
ち
水
仙
花

キ
ャ
ン
バ
ス
の
向
こ
う
に
白
き
水
仙
花

水
仙
の
香
り
豊
か
に
匂
ひ
く
る

お
正
月
み
ん
な
が
く
る
よ
う
れ
し
い
な

冬
が
く
る
押
し
入
れ
開
け
る
懐
か
し
い

冬
の
空
灰
色
の
雲
雪
が
ふ
る

あ
た
た
ま
る
本
気
の
バ
ト
ル
雪
合
戦

雪
ふ
る
日
白
く
か
が
や
く
ぎ
ん
世
界

山
口
房
子

山
口
房
子

河
口
葊
子

河
口
葊
子

山
田
美
代
子

山
田
美
代
子

山
田
惠
美
子

山
田
惠
美
子

津
留
和
巳

津
留
和
巳

古
賀
治
美

古
賀
治
美

境　
幸
代

境　
幸
代

甲
斐
田
園
一

甲
斐
田
園
一

浦　
哲
之

浦　
哲
之

黒
田
和
代

黒
田
和
代

西
牟
田
み
ど
り

西
牟
田
み
ど
り

下
川　
募

下
川　
募

髙
崎
登
美
雄

髙
崎
登
美
雄

富
永
英
子

富
永
英
子

岡
本
タ
マ
キ

岡
本
タ
マ
キ

森
田
森
田
飛飛し

ぶ
き

し
ぶ
き沫沫

深
町
深
町
莉莉り

お
ん

り
お
ん音音

西
原
西
原
沙沙さ

や

さ

や耶耶

古
賀
古
賀
結結ゆ

あ

ゆ

あ愛愛

金
子
金
子
柚柚ゆ

ず
き

ゆ
ず
き希希

（
白
鳥
）

（
白
鳥
）

（
白
鳥
）

（
白
鳥
）

（
下
宮
永
町
）

（
下
宮
永
町
）

（
下
宮
永
町
）

（
下
宮
永
町
）

（
六
合
）

（
六
合
）

（
南
浜
武
）

（
南
浜
武
）

（
西
浜
武
）

（
西
浜
武
）

（
吉
富
町
）

（
吉
富
町
）

（
六
合
）

（
六
合
）

（
吉
富
町
）

（
吉
富
町
）

（
蒲
船
津
）

（
蒲
船
津
）

（
百
町
）

（
百
町
）

（
間
）

（
間
）

（
新
町
）

（
新
町
）

（
蒲
船
津
）

（
蒲
船
津
）

（
中
島
小
４
）

（
中
島
小
４
）

（
中
島
小
５
）

（
中
島
小
５
）

（
昭
代
第
一
小
６
）

（
昭
代
第
一
小
６
）

（
昭
代
第
一
小
６
）

（
昭
代
第
一
小
６
）

（
昭
代
第
一
小
６
）

（
昭
代
第
一
小
６
）

◆
選
者
の
句

　
雪
明
り
し
て
な
つ
か
し
き
仏
間
な
る
　
　
　
　 

万
沙
羅

【
句
評
】　
「
雪
」
は
古
来
よ 

り
冬
の
美
し
い
景
観
の
象
徴
で
す
が
、
一
方
で
厳

し
さ
も
あ
り
ま
す
。
令
和
6
年
1
月
1
日
の
能
登
半
島
地
震
は
自
然
界
の
誠

に
衝
撃
的
な
事
象
で
し
た
。は
る
か
に
在
り
な
が
ら
も
被
災
地
に
心
寄
せ
、「
俳

句
」
と
い
う
詩
を
以
っ
て
悲
し
み
を
共
有
で
き
る
の
で
す
。
虚
子
は
「
俳
句

は
存そ

ん
も
ん問

の
詩
で
あ
る
」
と
謂い

っ
て
い
ま
す
。
深
い
祈
り
が
届
き
ま
す
よ
う
に
。


